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［資 料］ 

1.調査団員氏名・所属 

(1)現地調査時 

表 A-1 調査団員名簿（現地調査時） 

担 当 氏 名 所 属 

総括 吉新 主門 
国際協力機構 資金協力支援部準備室 次長
(経済インフラ整備担当) 

副総括／計画管理 坂部 英孝 
国際協力機構 資金協力支援部 準備室 
事業調査第一課 副主任 

業務主任／道路交通計画 小山 次郎 
㈱建設企画コンサルタント/㈱長大 
共同企業体 

橋梁設計／施工計画Ⅰ 安部 善憲 同 上 

橋梁設計／施工計画Ⅱ 川辺 了一 同 上 

自然条件調査Ⅰ 
（気象／水文） 

吉沢 方宏 同 上 

自然条件調査Ⅱ 
（地形／地質） 

仲本  治 同 上 

調達計画／積算 水越 和雄 同 上 

注)総括は現地滞在なし 

 

(2). 基本設計概要説明時 

表 A-2 調査団員名簿（基本設計概要説明時） 

担 当 氏 名 所 属 

総括 矢部 哲雄 国際協力機構 ブータン駐在員事務所長 

計画管理 坂部 英孝 
国際協力機構 経済基盤開発部 
運輸交通・情報通信グループ 
運輸交通・情報通信第三課 

業務主任／道路交通計画 小山 次郎 
㈱建設企画コンサルタント/㈱長大 
共同企業体 

橋梁設計／施工計画Ⅰ 安部 善憲 同 上 
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2.調査行程 

(1)現地調査時：平成 20 年 4 月 15 日～5月 27 日 

 

表 A-4 調査工程（現地調査時） 

 

 副総括/計画管理
（JICA）

業務主任/
道路交通計画

橋梁設計/
施工計画 I

橋梁設計/
施工計画Ⅱ

自然条件調査Ⅰ
(気象/水文)

自然条件調査Ⅱ
(地形/地質)

調達計画/積算

坂部 英孝 小山 次郎 安部 善憲 川辺 了一 吉沢 方宏 仲本 治 水越 和雄

1 14 月 東京→バンコク

2 15 火 バンコク→パロ

3 16 水 市場調査

4 17 木

5 18 金 現地再委託準備

6 19 土

7 20 日 東京→バンコク 東京→バンコク 東京→バンコク
団内協議、資料整理、

資料収集

8 21 月

バンコク→パロ
JICA事務所打合せ

MOWHS表敬
インセプションレポート説

明(DOR)

9 22 火 現地再委託入札

10 23 水

11 24 木

12 25 金

13 26 土

14 27 日
現地調査、団内協議、

資料整理

15 28 月

16 29 火

17 30 水

18 1 木
パロ→デリ

大使館、JICA事務所報
告 デリー→

パロ→カルカッタ

19 2 金 →バンコク→東京

20 3 土

21 4 日 カルカッタ→バンコク

22 5 月

23 6 火

24 7 水 バンコク→ジャカルタ

25 8 木

26 9 金

27 10 土 ジャカルタ→

28 11 日 →東京

29 12 月

30 13 火

31 14 水

32 15 木

33 16 金 整理・分析 整理・分析 水文/測量
パロ→バンコク

バンコク→

34 17 土 水文/測量 →東京

35 18 日
現地調査、団内協議、

資料整理

36 19 月

37 20 火

38 21 水 沿道計画/環境資料

39 22 木 発電所関連資料

40 23 金 DORと協議・報告

41 24 土
再委託調査の

整理・分析

42 25 日
現地調査、団内協議、

資料整理

43 26 月
パロ→デリー

大使館・JICA事務所報告
再委託調査の

整理・分析

44 27 火 デリー→
パロ→バンコク

バンコク→

45 28 水 →東京 →東京

調達関連調査

調達関連調査

5

4

サイト調査

サイト調査

サイト調査

現地調査、団内協議、
資料整理

 現地調査、団内協議、資料整理

日
程

月 日 曜日

市場価格/資材調達事情
/見積依頼調査

東京→バンコク

現地再委託準備

現地調査、団内協議、資料整理

積算関連調査MOWHSと協議、ミニッツ協議（MOWHS)

ミニッツ署名（MOWHS)、JICA事務所報告

サイト調査

調達関連調査

バンコク→パロ、JICA事務所打合せ、
MOWHS表敬、インセプションレポート説明(DOR)

市場価格/資材調達事情
/見積依頼調査

Planning Commission表敬、
MOWHSと協議現地再委託入札

MOWHと協議

JICA事務所打合せ、MOWHS表敬、インセプションレポート説明(DOR)

サイト調査

パロ→バンコク
バンコク→

→東京

MOWHSと協議、ミニッツ協議（MOWHS)、
現地再委託契約

サイト調査 サイト調査

水文/気象データ

サイト調査

サイト調査

現地踏査

バンコク→パロ
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(2)基本設計概要説明：平成 20 年 10 月 2 日～10 月 9 日 

 

表 A-5 調査工程（基本設計概要説明時） 

総括(JICA) 計画管理(JICA) 
業務主任/ 

道路交通計画 

橋梁設計/ 

施工計画Ⅰ 
日

程 
月 日 曜日 

矢部 哲雄 坂部 英孝 小山 次郎 安部 善憲 

1 10 1 水 成田→バンコク 

2  2 木 
→パロ、JICA 事務

所・DOR 協議 

 

3  3 金 DOE 及び DOR 協議 成田→バンコク 

4  4 土 

 

サイト調査 →パロ 

5  5 日 

 

→パロ サイト調査 サイト調査 

6  6 月 MOWHS 協議 

7  7 火 MOWHS 協議、M/D 署名、GNH 表敬 

8  8 水 JICA 事務所報告 パロ→バンコク 

9  9 木 

パロ→デリー、

JICA デリー事務所

報告、 

デリー→バンコク

→東京 

10  10 金 

 

→東京  
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3.関係者(面会者)リスト 

表 A-7 面会者リスト 

公共事業・定住省(Ministry of Works and Human Settlement:MoWHS) 道路局(Department of Roads:DoR)

Mr. Phuntsho Wangdi Director 

Mr. Jangchuk Yeshi Chief Engineer, Bridge Division 

Mr. Karma Tenzin Deputy Executive Engineer, Bridge Division 

Mr. Sangey Tenzing Director General 

Mr. B.L. Chhetri Deputy Executive Engineer 

Mr. O.K. Pradhan Engineer 

 

公共事業・定住省(MoWHS) 標準・品質管理局(Standards & Quality Control Authority:SQCA) 

Mr. Rinzin Namgyel Head, Training & Monitoring Division 

Mr. Ranjan Chhetri Chief Engineer 

 

公共事業・定住省(MoWHS) 建設業者登録局(Construction Development Board:CDB) 

Mr. Chencho Tshering Data Mabager 

Mr. Tashi Tshering Engineer, Manpower & Technology Section 

 

公共事業・定住省(MoWHS) 機械課 (現在は Construction Development Co. Ltd.:CDCL) 

Mr. Sonam Dorji Managing Director 

Mr. Tshewang Phuntsho General Manager, Western Operation CDCL Hesothangkha 

 

公共事業・定住省(MoWHS) Government of India(GoI) Assistant Project 

Mr. Dogo Kinley Project Manager 

 

公共事業・定住省(MoWHS) Word Bank Road Project 

Mr. Tshering Peljor Project Coordinator 

 

公共事業・定住省(MoWHS)  Asian Development Bank(ADB) Road Network Project 

Mr. C K Pradhan Project Manager 

 

公共事業・定住省(MoWHS) DoR ロベイサ事務所(DoR Lobeysa Office) 

Mr. Sonam Tobgay Executive Engineer 

Mr. Om Kumar Pradban Engineer 

 

公共事業・定住省(MoWHS) DoR サルパン事務所(DoR Sarpang Office) 

Mr. K.S. Rai  Deputy Executive Engineer 

Mr. Tshering Wangchuk Assistant Engineer -Ⅰ 

 

GNH(Gross National Happiness) Commission Development Cooperation Division 

Mr. Thinley Namgyel Head 

 

経済省(Ministry of Economic Affairs) エネルギー局(Department of Energy:DoE) 

Mr. Tashi Dorji Chief Executive Officer 

Mr. Dorji Meteorology Division 

Mr. Yeshey Wangdi Director General 

  

経済省(Ministry of Economic Affairs) 地質調査課(Geological Survey of Bhutan) 

Mr. Yeshi Dorji Specialist 

 

経済省(Ministry of Economic Affairs) 

工業局(Department of Industry) 工業開発課(Industrial Development Division) 

Mr. Tashi Tshering Architect 
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農業省(Ministry of Agriculture) 

森林局(Department of Forestry Services) 自然保護課(Nature Conservation Division) 

Dr. Sangay Wangchuk Director 

 

国家環境委員会(National Environment Commission:NEC)  

Mr. Nidup Tshering Joint Director 

 

Royal Society for Protection of Nature(RSPN) NGO 団体 

Mr Lam Dorji Head 

 

Phunatshangchu Hydropower Authority (PHPA) プナチャンチュ発電公社 

Mr Karma Tshering Assistant Executive Engineer 

 

JICA ブータン駐在員事務所 

矢部 哲雄 首席駐在員 

宮田 真弓 企画調査員 

Ms. Emi Doyle 企画調査員 

 

JICA インド事務所 

山田 浩司 次長 
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4.討議議事録(M/D) 

(1)現地調査時 
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(2)基本設計概要説明時 
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5.事業事前計画表(基本設計時) 

1.案件名 

ブータン王国 第三次橋梁架け替え計画 

2.要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

ブータン王国(以下「ブ」国)は、国土(46,500km2)の大部分が山岳地帯で道路交通が唯一の

交通手段となっており、道路は基礎インフラとして最も重要である。「ブ」国の主要交通で

ある道路および橋梁の整備は、1961 年に始まった第 1 次 5 ヵ年計画以来、常に重要課題とし

て取り上げられ、全国の県庁所在地の主要都市を結ぶ幹線道路網整備を重点に実施されてき

た。しかし、国道上の多くの橋梁は 1970 年～80 年代に架橋された仮設ベイリー橋で既に耐用

年数を過ぎており、損傷や老朽化が著しく、農業を中心とする地域経済の拡充による交通量

や積載量の増加により、橋桁の変形、部材の摩耗、腐蝕および結合部の緩み、桁変形による

橋のたわみ等の現象が見られ、崩落の危険性が指摘される橋梁も存在する。 

このような状況の下、「ブ」国政府は橋梁架け替えの重要性に鑑み、公共事業・定住省が

管轄する 22 橋に係る開発調査の実施を我が国に要請し、これを受け我が国は 1997～1998 年

にかけて「橋梁整備計画調査」を実施した。同調査では 22 橋の中から緊急に架け替えの必要

な 12 橋が選定された。その中で最も架け替えの優先度が高い 5橋に関し、我が国は無償資金

協力として「橋梁架け替え計画」を実施し、2003 年に完成した。引き続いて 3 橋を対象とし

た「第二次橋梁架け替え計画」が実施され、2007 年 11 月に完成した。 

上記のプロジェクトに続く無償資金協力として、「ブ」国は我が国に対し、国道 5 号線上

にある、架け替えが行われていない 11 橋のうち 6橋梁について架け替え計画を要請した。こ

の要請に対し、下記に示す協力実施の必要性・妥当性を確認した。 

① 国道 5 号線は、インドと接続している道路の中で唯一、自国で管理でき、また、南部

平野部の開発地域を通過する道路でもあることから、非常に重要な道路である。その

ため安全で円滑な道路交通を確保する必要がある。 

② ①に関連し、国道 5 号線の橋梁のほとんどは仮設橋(ベイリー橋)であり、永久橋とし

て設計・施工されていない。現時点では落橋の危険性がないものの、将来の地域開発

にともない交通量、特に大型車輌の増加に耐えうるだけの設計・施工はなされていな

いため、将来の安全な交通を確保する必要がある。 

この結果より、国道 5号線の円滑で安全な交通を確保するため、同路線にある 11 橋につい

て架け替えを実施することとしている。これにより、国道 5 号線において安定した輸送が確

保されると期待されている。この中において、無償資金協力事業は、要請された 6 橋につい

て仮設橋から永久橋へ架け替えを行うとともに、要請対象でない 5 橋について「ブ」国側で

架け替えることとしている。 

 

 

3.プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 

国道 5号線において安定した人・物資の輸送が確保される。 

裨益対象：国道 5号線沿線住民(約 12 万人) 
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(2)プロジェクト全体計画の成果 

要請された 6橋(ラワカー橋、バソチュ橋、ニャラチュ橋、ブリチュ橋、チャンチー橋、

ローリン橋)について、仮設橋を永久橋に架け替えが行われる。 

国道 5号線上にある要請外の 5橋(ヘソタンカ橋、ルリチュ橋、バイチュ橋、カミチュ橋、

メチコラ橋)について、「ブ」国側で架け替えが行われる。 

(3)プロジェクト全体計画の主要活動 

国道 5号線上の対象橋梁の 6橋の架け替え工事を行う。 

国道 5号線上の対象外橋梁の 5橋の架け替え工事を「ブ」国側が行う。 

(4)投入（インプット） 

ア 日本側：無償資金協力 26.02 億円 

イ 相手国側 

(ア)既設橋梁(6 橋)の撤去 

(イ)国道 5号線沿線にある対象外 5橋梁の架け替え 

(ウ)用地確保・既存占有物の撤去・移設 

(エ)仮設ヤードの確保 

(オ)建設に必要な手続き 

(5)実施体制 

主管官庁及び実施機関：公共事業・定住省 

4.無償資金協力案件の内容 

(1)サイト 

国道 5号線沿線の 4県(ワンディ県、ダガナ県、チラン県、サルパン県) 

(2)概要 

要請された 6橋(ラワカー橋、バソチュ橋、ニャラチュ橋、ブリチュ橋、チャンチー橋、

ローリン橋)の架け替え 

(3)相手国側負担事項 

①既設橋梁(6 橋)の撤去 

②チェックポスト移設 

③国道 5号線沿線にある対象外 5橋梁の架け替え 

(4)概算事業費 

概算事業費 27.16 億円（無償資金協力 26.02 億円、相手国側負担 1.14 億円） 

(5)工期 

詳細設計・入札期間を含め約 45 ヶ月（予定） 

(6)貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

なし 

5.外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの） 

・当初想定を超える大洪水、大地震等の自然災害が発生しない。 

6.過去の類似案件からの教訓の活用 

第一次計画(5 橋)、第二次計画(3 橋)において、伸縮装置のカバーの脱落、排水枡の蓋の紛

失などが見られた。これらについては脱落防止等の対策を設計に反映した。 
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7.プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1)プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

成果指標 現状(2008 年) 将来(2012 年以降) 

橋梁の耐荷力増加 18t(6 橋の中の最小値) 6 橋全て 40t 

移動距離の短縮(大型車両) 

(ティンプー～ゲレフ間) 

国道 2号線-インド経由 

約 380km 

国道 1号線-国道 5号線経由

約 260km 

(2)その他の成果指標 

なし 

(3)評価のタイミング 

2012 年以降（施設供用開始後） 
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6.参考資料/入手資料リスト 

 

No. 名  称 

形  態 

(図書・ビデオ・

地図・写真等)

オリジナル

・ 

コピー 

発行機関 発行年

1 Bhutan At a Glance  2007 図書 ｺﾋﾟｰ ブータン政府統計局 2007 年 

2 Statistical Year book of Bhutan 2004 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ ブータン政府統計局 2004 年 

3 Statistical Yearbook of Bhutan 2006 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ ブータン政府統計局 2006 年 

4 Statistical Yearbook of Bhutan 2007 図書 ｺﾋﾟｰ ブータン政府統計局 2007 年 

5 National Accounts Statistics 2000-2006 図書 ｺﾋﾟｰ ブータン政府統計局 2007 年 

6 Labour and Employment Act of Bhutan 2007 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ ブータン政府労働・人材省 2007 年 

7 Employment Agencies Rules 図書 ｺﾋﾟｰ ブータン政府労働・人材省 ― 

8 
Handbook on Recruitment and Employment of 

Foreign Workers in Bhutan 
図書 ｺﾋﾟｰ ブータン政府労働・人材省 ― 

9 
The Companies Act of the Kingdom of Bhutan 

2000 
図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ ブータン政府財務省 2000 年 

10 Income Tax Act of the Kingdom of Bhutan 2001 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ ブータン政府財務省 2001 年 

11 
Rules on the Income Tax Act of the Kingdom 

of Bhutan 2001 
図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ ブータン政府財務省 2005 年 

12 
Bhutan Trade Classification Customs Tariff 

and Sales Tax Schedule 2007 
図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ ブータン政府財務省 2007 年 

13 

Standard Specifications and Code of 

Practice for Road Bridges 

section Ⅱ Loads and Stresses(Forth 

Revision) The Indian Roads Congress 2000 

図書 ｺﾋﾟｰ The Indian Roads Congress 2000 年 

14 

Design Criteria for Prestressed Concrete 

Road Bridges 

(Post-Tensioned Concrete) (Third Revision) 

The Indian Roads Congress 2000 

図書 ｺﾋﾟｰ The Indian Roads Congress 2000 年 

15 

Design Criteria for Prestresses Concrete 

Road Bridges section-V Steel Road Bridges 

(Second Revision) The Indian Roads Congress 

2001 

図書 ｺﾋﾟｰ The Indian Roads Congress 2001 年 

16 

Road Design Manual 

Royal Government of Bhutan, MWHS, DoR, 

Thimphu 

図書 ｺﾋﾟｰ 

Misistry of Works & Human 

Settlement, Department of 

Roads 

2005 年 

17 

Pavement Design Manual 

Royal Government of Bhutan, MWHS, DoR, 

Thimphu 

図書 ｺﾋﾟｰ 

Misistry of Works & Human 

Settlement, Department of 

Roads 

2005 年 

18 
GUIDLINES FOR LAND ACQUISITION & SATSHAB 

ALLOTMENT 2005 
図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ ブータン政府農業省 2005 年 

19 LAND COMPENSATION RATE 1996 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ ブータン政府農業省 1996 年 

20 LAND ACT OF BHUTAN 2007 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ ブータン政府農業省 2007 年 

21 
BHUTAN’S NATIONAL NATIONAL NEWSPAPER 

KUENSEL 
図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ KUENSEL Corporation Ltd. 2008 年 

22 
Land Rules and Regulations of the Kingdom of 

Bhutan 2007 
図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 

Royal Government of 

Bhutan National Land 

Commission 

2007 年 

23 FIELD MANUAL OF ROAD MAINTENANCE 図書 ｺﾋﾟｰ 

PUBLIC WORKS DEPARTMENT 

MINISTRY OF SOCIAL 

SERVICES ROYAL GOVERNMENT 

OF BHUTAN  

― 
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7.その他資料/情報 

 

7-1 テクニカルノート 

7-2 環境申請許可書 

7-3 各サイトの地形・地質 
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7-1 テクニカルノート 

「ブ」国 公共事業・定住省(MoWHS)道路局(DoR)と取り交わした技術覚書(テクニカルノー

ト)を以下に示す。 
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7-2 環境申請許可書 

環境申請許可書について以下に示す(予備調査報告書にも同じ許可書が資料として添付され

ており、現地では以下の申請内容を元に内容の確認を行っている)。 
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7-3 各サイトの地形・地質 

 

(1) 地形 

以下に、各サイトの地形と周辺の状況を記述する。 

 

1)ラワカー橋 

既設のラワカー橋は標高 1,180ｍ付近で支流に掛かり、本流との標高差は 50m 以上である。

既設橋の 20m ほど山側には支流の滝が流れており、滝のすぐ下には発電所施工時の代替道路が

ある。現在の橋台はこの代替道路と約 5m の離れである。支流と橋梁の標高差は 12ｍ程度ある。 

起点側には、新しいダム建設のための進入路が施工中である。起点側の既存の橋台は 3m 程

度下に露出している岩盤に乗っている。 

橋中央の山側の滝においては乾季の水量は少なく、代替道路を通行できるが、雨季には山側

道路が覆われるほどである。橋の下には、2m 大の巨礫が累々としている。 

終点側の道路は S 字状である。山側には滝からの水路が引かれている。水路は道路を潜り、

下の麦畑や水田の灌漑に利用されている。S 字カーブの終点側付近まで切土には岩盤が分布し

ているが、それよりバソチュ側には旧崖錐層が分布している。終点側の橋台は岩着しているが、

岩盤は橋面から約 10m 下にある。崖錐層は締りが良いが、道路下の崖錐の表面には建設当時に

投棄されたガレが 1m～2m 程度の厚さで分布している。 

 

2)バソチュ橋 

既設のバソチュ橋は標高 1030m 付近で支流に掛かり、本流との標高差は 30m 程度である。既

設橋の 10m 程度山側には、支流の滝が流れているが、乾季はほとんど流れが無い。しかし、雨

季には流れが強くなり、上流のダムが放流した際には、激流とかす。支流と橋梁の標高差は 8m

程度ある。 

既設橋の位置から下流に 50m 程度の範囲は河床がほぼ水平であるため、砂が堆積しているが

その下流は数ｍ大の巨礫が累重している。この巨礫の累積が雨季には幾段もの滝を形成すると

想定される。 

現橋を挟んで左右岸の取付道路は扇型に広がっており、他の 5 橋に比べ平坦な地形である。

また、左岸側（起点側）には架設用ヤードとして利用できる平場がある。 

 

3)ニャラチュ橋 

既設のナラチュ橋は標高 525ｍ付近で支流に掛かり、本流との標高差は 60m である。当該渓

流は 1m 大以下の円礫が累々と堆積しており、雨季には大量の礫が上流から流れてきて当該橋

梁を中心に上流 1km、下流 300m 付近に堆積している。堆積速度は毎年浚渫を行なっているが、

既設の橋梁建設から 8年間に 4m 堆積しており、年に 50cm 以上である。既存橋の橋台は共に約

10m 河川にせり出しており、通水断面を狭くしている。2007 年の洪水では水位が現橋道路面ま

で及んだ。 

当該地の両岸は切り立った崖とその下に広がる崖錐層からなる。崖錐は毎年、河川浸食を受

けている。終点側上流には浸食防止のための擁壁が築かれている。 
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起点側下流には砕石プラントがあり、ナラチュ橋の上流の新しい崖錐から基盤岩の石を採取し

ている。 

橋梁付近の上下流の平均勾配は 3/100 であるが、下流 300m から本流との合流点までは、巨

石が累々と重なり、1m～3m 程度の滝を形成しながら急激に流下している。この付近の平均勾配

は 12/100 である。 

 

4)ブリチュ橋 

既設のブリチュ橋は標高 380ｍ付近で支流に掛かり、支流との高低差は 7m である。本流とは

既設橋の下流約 180m 付近で合流し、本流との標高差は 2m 程度である。 

起点側は 2つの段丘面があり、高い段丘面には民家が道路から 20m ほどのところにある。HWL

は乾季の河床から約 3m 上がったところである。低い段丘面は雨季の HWL と同じ高さであり、

雨季にはしばしば水没すると思われる。河床勾配は１％と緩やかである。 

終点側の左岸に岩山が迫り、道路建設時の掘削で終点側道路はオーバーハングを呈している。

このため、道路および橋梁取り付け部にまで、落石による被害が出ている。 

終点側の道路の川側は攻撃斜面であるため、道路を防護するための蛇篭による護岸工が設け

られている。 

既設の橋梁終点部は岩山に直面し、直角に曲がるためトラックは何度かハンドルを切り返さ

なければ通過できない。 

 

5)チャンチー橋 

既設のチャンチー橋は標高 345ｍ付近で支流に掛かり、支流との高低差は 15m である。本流

とは既設橋の下流約 280m 付近で合流し、本流との標高差は 7m 程度である。起点側及び終点側

とも本流河床から約 20ｍ高い段丘面が広がる。 

起点側の道路は直線の緩やかな上り道で、両側に平地が広がるが、山側には民地（レストラ

ン）があり、本流側には森林局管理事務所と送電線建設用資材置き場があるが、道路用地とし

ては余裕がある。 

終点側の道路は尾根を巻き込むようにあり、斜面を７ｍ程度切土して橋台を岩盤の上に載せ

るために S字カーブとなっている。 

 

6)ローリン橋 

既設のローリン橋は標高 1120ｍ付近で支流の上流部に掛かっている。既設橋の 100m 程度山

側には、乾季の流れは少ないが滝が流れている。雨季になると起点側の道路の山側40m間から、

3 条の滝が現れ、既設橋からバソチュー側の 40m 付近は道路上も含めて全て滝と変化し、交通

規制が引かれる。また、既設橋付近では毎年の雨期に落石が多くなり、既設橋や通行車両に損

傷を与えている。 

既設橋から、70m 起点側のカーブには岩盤の両切土があり、そのダンプ側には道路盛土のた

めの擁壁と谷止めのための擁壁がある。この谷止め工の上方には安定勾配で土砂が堆積してい

る。現在、谷止め工の上から、土砂がこぼれ出ている形跡はないが、ほとんど埋まっている。

盛土の擁壁の高さは約 6m である。 
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既設橋の基点側の取り付け部分は直角な道路線形であるため、トラックは数度に渡りきり返

しを行わないと通過できない。 

沢と橋梁の標高差は 40m 程度ある。河床勾配は急である。河床には２ｍ台の巨礫が堆積して

おり、雨季にはこの礫の上を川が流下する。 

 

(2)地質 

以下に各サイトの地質状況を示す。また、表に、各橋梁位置における地形的特徴、河川勾配、

地質およびボーリング結果等の概略を示す。 

 

1)ラワカー橋 

ラワカー橋周辺の基盤岩は細粒な片麻岩である。 

起点側の片理の構造は N55E30N であり、橋台に対して相対的に受盤構造である。層理に沿っ

たクラックの間隔は 50cm～1m と極めて荒い間隔でクラックが入っている。岩盤表面は 20 度程

度本流側に傾斜している。既設橋の起点側の左側には、1m 台の巨礫が投棄されている。 

終点側の基盤岩は塊状である。ほとんどクラックがない。層理は N20W28E で、起点側とは逆

向きである。そのため、終点側の橋台基礎も受盤構造である。ボーリングポイントおよびその

背面には崖錐堆積物が分布している。この崖錐堆積物は古い時代にものと推定され、比較的良

く締まっている。この旧崖錐堆積物には人頭大までの礫が多く含まれ、まれに 2～3m 大の巨礫

を含む。崖錐部分の斜面勾配は 40 度である。 

終点側の橋台計画位置で行ったボーリングの結果、旧崖錐層の深さは、9m であり、N値は 50

以上を示した。岩盤は RQD も 40～80％程度で新鮮である。 

 

2)バソチュ橋 

当該地の地質は基盤岩の眼球片麻岩（Augen gneiss）と基盤岩の大きな角礫と円礫を含む旧

崖錐層、その上位を不整合に覆う段丘堆積物、河床に分布する現河床堆積物からなる。 

起点側の切土面で確認される地質は基盤岩と旧崖錐層である。終点側ではこれらに加えて段丘

堆積物が確認される。 

基盤岩の片理面は大まかには山側から谷川に向けての流れ盤となる。片理面に沿ったクラッ

クは、10cm から 25cm 間隔で入っている。 

崖錐層に含まれる基盤岩の巨礫は１ｍ～３ｍ程度あるが最大は 10m 以上である。巨礫の占め

る面積比は 60%程度である。巨礫以外の部分には人頭大程度以下の円礫が主体をなす砂質土か

らなる。 

起点側橋台計画位置の河床で行ったボーリングの結果、河床から３ｍ程度が現河床堆積物、

そのした約５ｍが旧崖錐層であった。基盤岩は約８ｍの深さに確認された。 

終点側橋台計画位置の河床で行ったボーリングの結果、河床から４ｍ程度が現河床堆積物であ

った。ボーリングを１０ｍ行ったが基盤岩は確認されなかった。 

現河床堆積物も旧崖錐層も N値は、礫打ちによるリバウンドのため 50 以上を示した。 
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3)ニャラチュ橋 

基盤岩は変成度の低い硬質砂岩である。再結晶化しており、黒雲母が確認できる。層理の走

行傾斜はやや起点側に傾斜している。 

起点側の道路脇の切土には崖錐層しか確認されない。基盤岩は橋の上流側には分布するが、

橋を境に下流側はこの崖錐層が分布する。起点側の崖錐層は古い崖錐層であり、基質部分は比

較的締まっている。10m 近い巨礫を含んでいる。川に向かう斜面の勾配は 50 度程度と急勾配で

ある。 

終点側の山頂付近には基盤岩の崖が連続して分布している。その下に崖錐層が分布するが、

この崖錐層は基点側のものより締りがないこことから時代的にも若い崖錐層であることが伺

える。そのため、道路切土や、河川侵食により崩壊して、二次的な地すべり起こしている。 

起点側、終点側の橋台計画位置の河床で行ったボーリングは 10m まで掘進したが、共に基盤

岩は確認できなかった。両ボーリング共に 7m～8m まで河床堆積物があり、表層は N値 25 程度

のシルト分を含む砂礫層で、下は礫分を多く含む砂礫層で N 値は 50 以上である。河床堆積物

の下には旧崖錐層が分布している。 

 

4)ブリチュ橋 

当該地の地質は基盤岩の眼球片麻岩（Augen gneiss）と旧崖錐層、その上位を不整合に覆う

段丘堆積物、河床に分布する現河床堆積物からなる。 

この眼球片麻岩はマクロ的な眼球片麻岩であり、眼球となる石英は 3m～5m と大きい。また

黒色鉱物である黒雲母も幅が 50cm～１ｍの幅を持って生成されている。基部の片麻岩は細粒で

ある。この部分の構造はＮＳ走行 10～20 度Ｅである。 

左岸側の切土部は風化が進んでおり、全体に褐色化している。片麻岩部分の片理は２～5cm

間隔である。縦クラックは 70cm 程度の間隔で入っている。この基盤岩は左岸にある布団篭付

近まで、道路上の露頭として確認されるが、それより終点側では古い崖錐層に覆われてしまう。

この旧崖錐層は終点側の道路上及び道路と川の間に広く分布している。 

この旧崖錐層は角礫と亜角礫およびシルト質な基質部分（砂質シルト）からなり、表面はル

ーズであるが、36 度の斜面勾配があり、全体的にはしっかりしている。 

起点側は2つの平坦面を有している。共に若い段丘である。支流と本流の合流点であるため、

本流の円礫と支流の亜円礫や角礫が混在して段丘礫層を形成している。 

起点側、終点側共に河床から 3m～5m ほど上がった橋台計画位置でのボーリングでは 10m 掘

進しても基盤岩は確認されなかった。終点側の道路面からのボーリングでは約 13m の深さに基

盤岩が分布していた。 

橋台位置では表層から 2～3m まで旧崖錐層が分布し、N値は 25 程度である。その下の段丘堆

積物は N値 50 以上であった。 

 

5)チャンチー橋 

当該地の地質は基盤岩の眼球片麻岩（Augen gneiss）と段丘堆積物、現河床堆積物からなる。 

終点側は主に段丘円礫層が分布しているが、既存の橋台部分から、上流側に基盤岩の眼球片

麻岩が分布している。片理に沿ったクラックは 50cm～1m 間隔である。片理に直行するクラッ
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クは 50cm～2m 間隔で入っている。橋台部の片麻岩の厚さは 2m～3m で幅が薄く、段丘面と同じ

高さに分布するが、下流側に 10m 程度離れると河床の下に潜る。これらのことから、この基盤

岩の分布は下流側にも終点側にも限られたものであることが表面上うかがえる。 

段丘層は円礫を含む砂質層だけでなく、部分的に角礫や亜角礫も混入しており、1m 大の巨礫

も混入している。段丘面から河床に向かう斜面勾配は 60 度と急であるが、斜面全体は安定し

ているように見受けられる。 

終点側の橋台計画位置の段丘面からのボーリングでは、約8mの深さに基盤岩が確認された。

起点側の橋台計画位置の段丘面からのボーリングでは約 16m の深さに基盤岩が確認された。段

丘層は極表層を除き N値 35～50 程度である。 

 

6)ローリン橋 

当該地の地質は基盤岩の片麻岩（gneiss）と旧崖錐層、および道路工事中に投棄されたれル

ーズな礫からなる。 

起点側の両切土には基盤岩が分布し、片理面は大まかには上流側に向けての流れ盤となる。

片理面に沿ったクラックは、10cm から 25cm 間隔で入っている。縦クラックの間隔は 10cm から

1m である。岩盤としては CL～CM 級である。 

終点側の計画位置の背後の切どの岩盤も起点側の岩盤と同様である。この切土の上下流とも

浅い谷地形である。右岸の上流側の沢は道路と沢の間に旧道を挟むため、土砂の流出があった

場合でも若干の余裕がある。下流側には 10m 以内に 2本の沢があり、現在、道路にまで、沖積

錐を堆積している。 

右岸の道路下にある旧崖錐層は、他の地域にある旧崖錐層に比べ締りが悪い。それに加えて、

工事中または、最近、解体された小屋の瓦礫が計画ルート上の斜面に堆積している。 

起点側のボーリングでは 2m 程度の崖錐層があるが、基本的には露頭と同じ基盤岩が確認さ

れた。 

終点側の基盤線は、斜面同様に傾斜しており、旧崖錐層の層厚は 10m 程度である。N値は 29

～50 程度である。 
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